
・ 令和６年能登半島地震以降の災害の被災世帯に対する現行の被災者生
活再建支援金の額を２倍に引上げ。

・ 中規模半壊世帯の枠組みを解消し、大規模半壊世帯を除く「その他の
半壊世帯」一般に拡大。

・ 「その他の半壊世帯」について、基礎支援金及び加算支援金を新設
（現行の中規模半壊世帯の加算支援金については増額）。

被災者生活再建支援法改正案 概要

第一 被災者生活再建支援金の拡充

法改正の趣旨

①  昨今の物価の高騰等により被災地の復興の環境が厳しさを増す中、生活
再建の呼び水として、被災者生活再建支援金を拡充。

②  被災者生活再建支援金の国庫補助率を引き上げることにより、被災自治
体の負担を軽減。

第二 国庫補助割合の引上げ

○ 施行期日等：公布の日（令和６年１月１日から遡及適用）

被災者生活再建支援法人に対する国庫補助の割合：２分の１→３分の２

加算支援金
200万円→400万円
100万円→200万円
50万円→100万円

100万円→200万円
50万円→100万円
25万円→50万円

200万円（新設）
100万円（新設）
50万円（新設）

※ 被災者生活再建支援金全体の最高額：３００万円→６００万円

（建設・購入）

（補修）

（賃貸（公営住宅以外））

第三 検討条項

被災者がその置かれている状況に応じた必要な支援を円滑に受けることが
できるようにする観点から、被災者の生活の再建の支援に関連する制度の在
り方について検討。

全壊・解体・長期避難 大規模半壊
その他の半壊

中規模半壊相当 中規模半壊未満

基礎支援金 100万円→200万円 50万円→100万円 50万円（新設）



  

 

一 

   被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 

 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 六 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

 第 二 条 第 二 号 ホ 中 「 半 壊 し 、 居 室 の 壁 、 床 又 は 天 井 の い ず れ か の 室 内 に 面 す る 部 分 の 過 半 の 補 修 を 含 む 相

当 規 模 の 補 修 を 行 わ な け れ ば 当 該 住 宅 に 居 住 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 」 を 「 半 壊 し た 」 に 改 め る 。 

第 三 条 第 二 項 中 「 、 百 万 円 」 を 「 、 二 百 万 円 」 に 、 「 五 十 万 円 」 を 「 百 万 円 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 中 「 二

百 万 円 」 を 「 四 百 万 円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 百 万 円 」 を 「 二 百 万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 百 万 円 」

を 「 二 百 万 円 」 に 、 「 五 十 万 円 」 を 「 百 万 円 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中 「 三 百 万 円 」 を 「 六 百 万 円 」 に 改 め 、

同 条 第 五 項 中 「 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ 」 を 「 五 十 万 円 に 、 当 該 被 災 世 帯 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 世

帯 で あ る と き は 」 に 改 め 、 「 定 め る 額 」 の 下 に 「 を 加 え た 額 」 を 加 え 、 同 項 第 一 号 中 「 百 万 円 」 を 「 二 百 万

円 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 五 十 万 円 」 を 「 百 万 円 」 に 改 め 、 同 項 第 三 号 中 「 二 十 五 万 円 」 を 「 五 十 万 円 」

に 改 め 、 同 条 第 六 項 中 「 額 は 、 」 の 下 に 「 五 十 万 円 に 」 を 、 「 高 い 」 の 下 に 「 も の を 加 え た 」 を 加 え 、 同 条

第 七 項 中 「 及 び 第 五 項 中 」 の 下 に 「 「 二 百 万 円 」 と あ る の は 「 百 五 十 万 円 」 と 、 」 を 加 え 、 「 、 「 五 十 万 円 」

と あ る の は 「 三 十 七 万 五 千 円 」 と 」 を 削 り 、 「 二 百 万 円 」 を 「 四 百 万 円 」 に 、 「 百 五 十 万 円 」 を 「 三 百 万 円 」



 

  

 

二 

に 、 「 三 百 万 円 」 を 「 六 百 万 円 」 に 、 「 二 百 二 十 五 万 円 」 を 「 四 百 五 十 万 円 」 に 、 「 第 五 項 中 「 二 十 五 万 円 」 」

を 「 前 二 項 中 「 五 十 万 円 」 」 に 、 「 十 八 万 七 千 五 百 円 」 を 「 三 十 七 万 五 千 円 」 に 改 め る 。 

第 十 八 条 中 「 二 分 の 一 」 を 「 三 分 の 二 」 に 改 め る 。 

   附 則 

 （ 施 行 期 日 等 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 こ の 法 律 に よ る 改 正 後 の 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 （ 次 項 に お い て

「 新 法 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 （ 同 項 に お い て 「 適 用 日 」 と い う 。 ） 以 後 に 発 生 し た 自

然 災 害 に よ り 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 （ 同 項 に お い て 「 支 援 金 」 と

い う 。 ） に つ い て 適 用 す る 。 

２ 適 用 日 以 後 に 発 生 し た 自 然 災 害 に よ り 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に こ の 法 律 に よ る 改 正 前 の 被 災 者

生 活 再 建 支 援 法 第 三 条 の 規 定 に 基 づ い て 支 給 さ れ た 支 援 金 の 支 払 は 、 新 法 第 三 条 の 規 定 に 基 づ い て 支 給 す

べ き 支 援 金 の 内 払 と み な す 。 

 （ 検 討 ） 



  

 

三 

第 二 条 政 府 は 、 被 災 者 の 生 活 の 再 建 の 支 援 に 関 連 す る 制 度 の 在 り 方 に つ い て 、 被 災 者 が そ の 置 か れ て い る

状 況 に 応 じ た 必 要 な 支 援 を 円 滑 に 受 け る こ と が で き る よ う に す る 観 点 か ら 検 討 を 加 え 、 そ の 結 果 に 基 づ い

て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

 （ 東 日 本 大 震 災 に 対 処 す る た め の 特 別 の 財 政 援 助 及 び 助 成 に 関 す る 法 律 の 一 部 改 正 ） 

第 三 条 東 日 本 大 震 災 に 対 処 す る た め の 特 別 の 財 政 援 助 及 び 助 成 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 三 年 法 律 第 四 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。 

  第 五 条 の 二 第 一 項 中 「 二 分 の 一 」 を 「 三 分 の 二 」 に 改 め る 。





  

 

五 

     理 由 

 被 災 者 の 居 住 の 安 定 の 確 保 に よ る 生 活 の 再 建 の 支 援 等 の 充 実 を 図 る た め 、 昨 今 の 物 価 の 高 騰 等 の 状 況 を 踏

ま え て 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 を 拡 充 す る と と も に 、 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 の 支 給 に 係 る 国 の 補 助 の 割 合 を 引

き 上 げ る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 法 律 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。





  

 

七 

   本 案 施 行 に 要 す る 経 費 

 本 案 施 行 に 要 す る 経 費 と し て は 、 平 年 度 約 十 八 億 円 の 見 込 み で あ る 。 



  

 

一 

被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案 要 綱 
第 一 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 の 拡 充                    （ 第 二 条 及 び 第 三 条 関 係 ） 

一 現 行 の 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 の 額 を 二 倍 に 引 き 上 げ る こ と 。 

二 現 行 の 中 規 模 半 壊 世 帯 の 区 分 を 廃 し 、 大 規 模 半 壊 世 帯 等 を 除 く 全 て の 半 壊 世 帯 が 被 災 世 帯 と な る よ う 、

そ の 範 囲 を 拡 大 す る こ と 。 

三 二 の 半 壊 世 帯 に つ い て 、 基 礎 支 援 金 及 び 加 算 支 援 金 を 設 け る と と も に 、 加 算 支 援 金 の 額 に つ い て は 、

現 行 の 中 規 模 半 壊 世 帯 の 加 算 支 援 金 の 額 の 二 倍 と す る こ と 。 

第 二 国 庫 補 助 割 合 の 引 上 げ                           （ 第 十 八 条 関 係 ） 

  被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 人 に 対 す る 国 庫 補 助 の 割 合 を 二 分 の 一 か ら 三 分 の 二 に 引 き 上 げ る こ と 。 

第 三 施 行 期 日 、 検 討 等                               （ 附 則 関 係 ） 

一 施 行 期 日 等 

１ こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 し 、 第 一 及 び 第 二 は 、 令 和 六 年 一 月 一 日 （ 以 下 「 適 用 日 」 と い う 。 ）

以 後 に 発 生 し た 自 然 災 害 に よ り 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 （ 以 下



 

  

 

二 

「 支 援 金 」 と い う 。 ） に つ い て 適 用 す る こ と 。 

２ 適 用 日 以 後 に 発 生 し た 自 然 災 害 に よ り 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に こ の 法 律 に よ る 改 正 前 の 規

定 に 基 づ い て 支 給 さ れ た 支 援 金 の 支 払 は 、 第 一 に よ り 支 給 す べ き 支 援 金 の 内 払 と み な す こ と 。 

二 検 討 

 政 府 は 、 被 災 者 の 生 活 の 再 建 の 支 援 に 関 連 す る 制 度 の 在 り 方 に つ い て 、 被 災 者 が そ の 置 か れ て い る 状

況 に 応 じ た 必 要 な 支 援 を 円 滑 に 受 け る こ と が で き る よ う に す る 観 点 か ら 検 討 を 加 え 、 そ の 結 果 に 基 づ い

て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る こ と 。 

三 そ の 他 

 そ の 他 所 要 の 規 定 を 整 理 す る こ と 。 

 



 一 

◎ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 案  新 旧 対 照 表  
○ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 六 十 六 号 ） （ 本 則 関 係 ）                      （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改  正  案  現    行  

 （ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 法 律 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 一  （ 略 ）  

 二  被 災 世 帯  政 令 で 定 め る 自 然 災 害 に よ り 被 害 を 受 け た 世 帯 で

あ っ て 次 に 掲 げ る も の を い う 。  

  イ  当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 全 壊 し た 世 帯  

  ロ  当 該 自 然 災 害 に よ り 、 そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、 又 は そ

の 居 住 す る 住 宅 の 敷 地 に 被 害 が 生 じ 、 当 該 住 宅 の 倒 壊 に よ る

危 険 を 防 止 す る た め 必 要 が あ る こ と 、 当 該 住 宅 に 居 住 す る た

め に 必 要 な 補 修 費 等 が 著 し く 高 額 と な る こ と そ の 他 こ れ ら に

準 ず る や む を 得 な い 事 由 に よ り 、 当 該 住 宅 を 解 体 し 、 又 は 解

体 さ れ る に 至 っ た 世 帯  

  ハ  当 該 自 然 災 害 に よ り 火 砕 流 等 に よ る 被 害 が 発 生 す る 危 険 な

状 況 が 継 続 す る こ と そ の 他 の 事 由 に よ り 、 そ の 居 住 す る 住 宅

が 居 住 不 能 の も の と な り 、 か つ 、 そ の 状 態 が 長 期 に わ た り 継

続 す る こ と が 見 込 ま れ る 世 帯  

  ニ  当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、 基 礎 、 基

 （ 定 義 ）  

第 二 条  こ の 法 律 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

 一  （ 略 ）  

 二  （ 同 上 ）  

 

  イ  （ 同 上 ）  

  ロ  （ 同 上 ）  

 

 

 

 

 

  ハ  （ 同 上 ）  

 

 

 

  ニ  （ 同 上 ）  



 

 

二 

礎 ぐ い 、 壁 、 柱 等 で あ っ て 構 造 耐 力 上 主 要 な 部 分 と し て 政 令

で 定 め る も の の 補 修 を 含 む 大 規 模 な 補 修 を 行 わ な け れ ば 当 該

住 宅 に 居 住 す る こ と が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る 世 帯 （ ロ 及 び

ハ に 掲 げ る 世 帯 を 除 く 。 次 条 に お い て 「 大 規 模 半 壊 世 帯 」 と

い う 。 ）  

  ホ  当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し た 世 帯 （ ロ

か ら ニ ま で に 掲 げ る 世 帯 を 除 く 。 ）  

 

 

 

 

 （ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 の 支 給 ）  

第 三 条  （ 略 ）  

２  被 災 世 帯 （ 被 災 世 帯 で あ っ て 自 然 災 害 の 発 生 時 に お い て そ の 属

す る 者 の 数 が 一 で あ る 世 帯 （ 第 七 項 に お い て 「 単 数 世 帯 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の う ち 前 条 第 二 号 イ か ら ニ ま

で の い ず れ か に 該 当 す る も の の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 二

百 万 円 （ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ て は 、 百 万 円 ） に 、 当 該 被 災 世 帯

が 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯 で あ る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 加

え た 額 と す る 。  

 一  そ の 居 住 す る 住 宅 を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る 世 帯  四 百 万 円  

 

 

 

 

 

  ホ  当 該 自 然 災 害 に よ り そ の 居 住 す る 住 宅 が 半 壊 し 、 居 室 の 壁 、

床 又 は 天 井 の い ず れ か の 室 内 に 面 す る 部 分 の 過 半 の 補 修 を 含

む 相 当 規 模 の 補 修 を 行 わ な け れ ば 当 該 住 宅 に 居 住 す る こ と が

困 難 で あ る と 認 め ら れ る 世 帯 （ ロ か ら ニ ま で に 掲 げ る 世 帯 を

除 く 。 ）  

 

 （ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 の 支 給 ）  

第 三 条  （ 略 ）  

２  被 災 世 帯 （ 被 災 世 帯 で あ っ て 自 然 災 害 の 発 生 時 に お い て そ の 属

す る 者 の 数 が 一 で あ る 世 帯 （ 第 七 項 に お い て 「 単 数 世 帯 」 と い う 。 ）

を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） の う ち 前 条 第 二 号 イ か ら ニ ま

で の い ず れ か に 該 当 す る も の の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 百

万 円 （ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ て は 、 五 十 万 円 ） に 、 当 該 被 災 世 帯

が 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯 で あ る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 加

え た 額 と す る 。  

 一  そ の 居 住 す る 住 宅 を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る 世 帯  二 百 万 円  



 三 

 二  そ の 居 住 す る 住 宅 を 補 修 す る 世 帯  二 百 万 円  

 三  そ の 居 住 す る 住 宅 （ 公 営 住 宅 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 九 十

三 号 ） 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 （ 第 五 項 第 三 号 に お い

て 「 公 営 住 宅 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） を 賃 借 す る 世 帯  百 万 円  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 に 規 定 す る 被 災 世 帯 が 同 一 の 自

然 災 害 に よ り 同 項 各 号 の う ち 二 以 上 に 該 当 す る と き の 当 該 世 帯 の

世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 二 百 万 円 （ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ

て は 、 百 万 円 ） に 当 該 世 帯 が 該 当 す る 同 項 各 号 に 定 め る 額 の う ち

最 も 高 い も の を 加 え た 額 と す る 。  

４  前 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 条 第 二 号 ハ に 該 当 す る 被 災 世 帯

で あ っ て 政 令 で 定 め る 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 六 百

万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 政 令 で 定 め る 額 と す る 。  

５  被 災 世 帯 の う ち 前 条 第 二 号 ホ に 該 当 す る も の の 世 帯 主 に 対 す る

支 援 金 の 額 は 、 五 十 万 円 に 、 当 該 被 災 世 帯 が 次 の 各 号 に 掲 げ る 世

帯 で あ る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を 加 え た 額 と す る 。  

 一  そ の 居 住 す る 住 宅 を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る 世 帯  二 百 万 円  

 二  そ の 居 住 す る 住 宅 を 補 修 す る 世 帯  百 万 円  

 三  そ の 居 住 す る 住 宅 （ 公 営 住 宅 を 除 く 。 ） を 賃 借 す る 世 帯  五 十

万 円  

６  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 に 規 定 す る 被 災 世 帯 が 同 一 の 自

然 災 害 に よ り 同 項 各 号 の う ち 二 以 上 に 該 当 す る と き の 当 該 世 帯 の

 二  そ の 居 住 す る 住 宅 を 補 修 す る 世 帯  百 万 円  

 三  そ の 居 住 す る 住 宅 （ 公 営 住 宅 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 百 九 十

三 号 ） 第 二 条 第 二 号 に 規 定 す る 公 営 住 宅 （ 第 五 項 第 三 号 に お い

て 「 公 営 住 宅 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） を 賃 借 す る 世 帯  五 十 万 円  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 に 規 定 す る 被 災 世 帯 が 同 一 の 自

然 災 害 に よ り 同 項 各 号 の う ち 二 以 上 に 該 当 す る と き の 当 該 世 帯 の

世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 百 万 円 （ 大 規 模 半 壊 世 帯 に あ っ て

は 、 五 十 万 円 ） に 当 該 世 帯 が 該 当 す る 同 項 各 号 に 定 め る 額 の う ち

最 も 高 い も の を 加 え た 額 と す る 。  

４  前 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 条 第 二 号 ハ に 該 当 す る 被 災 世 帯

で あ っ て 政 令 で 定 め る 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 三 百

万 円 を 超 え な い 範 囲 内 で 政 令 で 定 め る 額 と す る 。  

５  被 災 世 帯 の う ち 前 条 第 二 号 ホ に 該 当 す る も の の 世 帯 主 に 対 す る

支 援 金 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 世 帯 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定 め る 額 と す る 。  

 一  そ の 居 住 す る 住 宅 を 建 設 し 、 又 は 購 入 す る 世 帯  百 万 円  

 二  そ の 居 住 す る 住 宅 を 補 修 す る 世 帯  五 十 万 円  

 三  そ の 居 住 す る 住 宅 （ 公 営 住 宅 を 除 く 。 ） を 賃 借 す る 世 帯  二 十

五 万 円  

６  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 に 規 定 す る 被 災 世 帯 が 同 一 の 自

然 災 害 に よ り 同 項 各 号 の う ち 二 以 上 に 該 当 す る と き の 当 該 世 帯 の



 

 

四 

世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 五 十 万 円 に 当 該 世 帯 が 該 当 す る 同

項 各 号 に 定 め る 額 の う ち 最 も 高 い も の を 加 え た 額 と す る 。  

７  単 数 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 に つ い て は 、 第 二 項 か ら

前 項 ま で の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 項 、 第 三 項

及 び 第 五 項 中 「 二 百 万 円 」 と あ る の は 「 百 五 十 万 円 」 と 、 「 百 万 円 」

と あ る の は 「 七 十 五 万 円 」 と 、 第 二 項 中 「 四 百 万 円 」 と あ る の は

「 三 百 万 円 」 と 、 第 四 項 中 「 六 百 万 円 」 と あ る の は 「 四 百 五 十 万

円 」 と 、 前 二 項 中 「 五 十 万 円 」 と あ る の は 「 三 十 七 万 五 千 円 」 と

読 み 替 え る も の と す る 。  

 

 （ 国 の 補 助 ）  

第 十 八 条  国 は 、 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ り 支 援 法 人 が 交 付 す る 額

及 び 同 条 第 二 号 の 規 定 に よ り 支 援 法 人 が 支 給 す る 支 援 金 の 額 の 三

分 の 二 に 相 当 す る 額 を 補 助 す る 。  

世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 は 、 当 該 世 帯 が 該 当 す る 同 項 各 号 に 定

め る 額 の う ち 最 も 高 い 額 と す る 。  

７  単 数 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る 支 援 金 の 額 に つ い て は 、 第 二 項 か ら

前 項 ま で の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 項 、 第 三 項

及 び 第 五 項 中 「 百 万 円 」 と あ る の は 「 七 十 五 万 円 」 と 、 「 五 十 万 円 」

と あ る の は 「 三 十 七 万 五 千 円 」 と 、 第 二 項 中 「 二 百 万 円 」 と あ る

の は 「 百 五 十 万 円 」 と 、 第 四 項 中 「 三 百 万 円 」 と あ る の は 「 二 百

二 十 五 万 円 」 と 、 第 五 項 中 「 二 十 五 万 円 」 と あ る の は 「 十 八 万 七

千 五 百 円 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

 

 （ 国 の 補 助 ）  

第 十 八 条  国 は 、 第 七 条 第 一 号 の 規 定 に よ り 支 援 法 人 が 交 付 す る 額

及 び 同 条 第 二 号 の 規 定 に よ り 支 援 法 人 が 支 給 す る 支 援 金 の 額 の 二

分 の 一 に 相 当 す る 額 を 補 助 す る 。  

  

 

  



 五 

○ 東 日 本 大 震 災 に 対 処 す る た め の 特 別 の 財 政 援 助 及 び 助 成 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 三 年 法 律 第 四 十 号 ） （ 附 則 第 三 条 関 係 ）  

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改  正  案  現    行  

 （ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 に 係 る 補 助 の 特 例 ）  

第 五 条 の 二  被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 六 十 六 号 ） 第

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 支 援 金 で あ っ て 、 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日

に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に よ る 災 害 に よ り 同 法 第 二 条 第

二 号 に 規 定 す る 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る も の に 係

る 国 の 補 助 に つ い て の 同 法 第 十 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同

条 中 「 三 分 の 二 」 と あ る の は 、 「 五 分 の 四 」 と す る 。  

２  （ 略 ）  

 （ 被 災 者 生 活 再 建 支 援 金 に 係 る 補 助 の 特 例 ）  

第 五 条 の 二  被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 六 十 六 号 ） 第

三 条 第 一 項 に 規 定 す る 支 援 金 で あ っ て 、 平 成 二 十 三 年 三 月 十 一 日

に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に よ る 災 害 に よ り 同 法 第 二 条 第

二 号 に 規 定 す る 被 災 世 帯 と な っ た 世 帯 の 世 帯 主 に 対 す る も の に 係

る 国 の 補 助 に つ い て の 同 法 第 十 八 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同

条 中 「 二 分 の 一 」 と あ る の は 、 「 五 分 の 四 」 と す る 。  

２  （ 略 ）  
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